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基礎看護教育における看護技術の教育内容の検討

島田三鈴�� 　新山悦子��

は じ め に

看護技術の定義は様々で，統一されていないのが
現状である����．さらに基礎看護技術科目の教育内
容は，各大学の特徴を反映しており多様��である．

看護技術の定義の多様性，および各大学での基礎
看護技術科目の教育内容の多様性があるものの，基
礎看護教育における看護技術の習得は，ただ単に技
術を習得するだけでなく，その場その場の状況に応
じた看護技術を提供する必要がある．換言するとク
リティカル・シンキングの能力を高めること ��，ま
たアセスメント能力を高める�� ことができる教育
方法上の工夫，さらに臨地実習へつなげるための工
夫��が必要である．つまり，基礎看護教育において

は，看護実践能力の向上を目指し，看護技術として
何を教えるか，また卒業時の獲得技術はどのような
技術が望ましいか等，基礎看護教育における技術教
育の内容を検討した上で，各々の看護技術の教授方
法を工夫することが重要な課題となる．そこで，ま
ず第 �段階として，本学における基礎看護技術を見
直し，看護実践能力の向上につながる基本的な基礎
看護技術の教育内容の妥当性を検証することを目的
とする．

方 法

�．期間

平成��年��月～平成��年 
月の期間に平成��年度
の基礎看護技術の教授科目の教育内容を検討した．
�．方法・分析

日本看護学教育学会誌に掲載された「看護基礎教
育における看護技術および認知領域面の教育のあり
方に関する研究」報告書��の資料 


の看護学別認
知領域面の教育単位と教育内容から，基礎看護学領
域において取上げる看護技術を抽出し，本学におけ

る基礎看護技術を教授する授業科目である看護ケア
方法論 �・�・�において，看護技術の教育内容の
妥当性を検証する．

�．資料 ���について

「看護基礎教育における看護技術および認知領域
面の教育のあり方に関する研究」では，看護基礎教
育の過程に必要な看護技術および認知領域面の内容

とその教育のあり方を考えるための基準作成を研究
目的とし，��看護現場で求められる実践内容を明ら
かにし，それに基づき看護教育者の考えを加え看護
基礎教育に必要な看護技術を再整理し，教育の実態
と臨床指導者の教育上の認識を把握する． ��看護教
育機関における教育実態を把握するために，教育者
の見解を求める調査を行い，��で抽出した看護技術
と指定規則に基づく各看護学との関係を検討し，基
礎看護教育の過程に必要な看護技術を明らかにする．


�看護学別に検討した教育単位ごとに，必要な看護
技術に基づく認知領域面の内容が具体化する．以上
の 
点を検討した研究報告である．つまり，基礎看
護教育の過程に必要な看護技術を明らかにするため
に，臨床指導者および教育関係者に対して全国的な
調査を行った報告書である．そのため基礎看護技術
の教育内容を構築するための資料としては信頼性の
高いものであると考えた．前述の研究目的の 
�の看
護学別に検討した教育単位ごとに必要な看護技術に

基づく認知領域の内容を具体化されたものが報告書
の表に示されており，基礎看護技術の教育内容は基
礎看護学領域に属し，該当する表は，表 � �（�），表
� �（�），表 � �（
）の 
表である．
なお，前述の報告書での看護技術は，認知・情意・
精神運動領域の内容を含むものであり，さらに準備・
実施・後始末の過程を含み，対象の条件を除いた誰
にでも活用できる原理・原則的なものを意味するも
のである．

�．用語の定義

基礎看護技術：基礎看護学領域で学ぶ看護技術を
さし，他の専門領域（在宅看護論を含む地域看護学，
成人看護学，老年看護学，小児看護学，母性看護学，
精神看護学）での技術を獲得する基礎となる技術を
いう．
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�．基礎看護学に関するカリキュラムについて

本学における基礎看護学領域の開講科目は，保健
看護学概論，生涯保健看護学�，生涯保健看護学�，
看護ケア方法論 �（以下，ケア �），看護ケア方法

論 �（以下，ケア �），看護ケア方法論 �（以下，ケ
ア �）� 基礎看護学実習 
（以下、基礎実習 
），基
礎看護学実習 

（以下，基礎実習 

）の �科目であ
る．そのうち，基礎看護技術を教授する科目は，ケ
ア �，ケア �，ケア �の 
科目である．看護技術を
教授する 
科目の開講時期は，ケア �が �年次後
期，ケア �が �年次前期，ケア �が �年次後期であ
る．なお，ケア �の開講中に基礎実習 
（ �週間の
病院実習），ケア �終了後に基礎実習 

（ 
週間の

病院実習）が実施される．

結 果

前述の資料 


の 
表から基礎看護技術に関する
教育単位を抽出した（以下，各表の教育単位を《 　》
内に示している）．なお，各表は教育単位ごとに教
育内容が整理され，教育内容は，取上げる看護技術
と認知領域面の学修内容で構成されている．
表 � �（�）は，��の教育単位で構成されていたが，

そのうち，基礎看護技術に関する教育単位は《生理的

基本ニーズに関する看護》《関係形成に関する看護》
《健康問題の査定に関する看護》《看護の展開過程の
基盤となる看護》《心理的・社会的・霊的基本ニーズ
に関する看護》《診断・治療過程に関する看護》《環
境適応と自立支援に関する看護》《安全と事故・災
害への対処に関する看護》の �教育単位であった．
《看護実践の基盤となる看護の原理・看護の対象論・
看護理論・看護倫理と法》《看護システム》《看護研
究》はそれぞれ本学科の保健看護学概論，看護管理
概論，保健看護研究方法論等，他の授業科目に該当

する項目であったため削除項目とした．
次に表 � �（�）は，知識的に理解する学習領域と実

践的に理解する学習領域で構成されていた．知識的
に理解する学習領域では，《看護の概念（看護倫理，
歴史を含む）》《看護の対象》《看護実践の場》《看護
の方法（実践論，実践技術論）》《看護マネージメン
ト》の �教育単位であった．実践的に理解する学習
領域では，《看護実践過程に必要な技術》《生活行動
に関する援助技術》《治療過程に関する援助技術》の


教育単位であった．そのうち実践的に理解する学
習領域の 
教育単位が基礎看護技術に関する内容で
あった．知識的に理解する学習領域の《看護の方法
（実践論，実践技術論）》も基礎看護技術に関する内
容であったが，実践的に理解する学習領域の《看護
実践過程に必要な技術》と内容的に重複していたた

め《看護の方法（実践論，実践技術論）》は削除項
目とした．他の知識的に理解する学習領域の �教育
単位は，表 � �（�）での削除項目と同じく保健看護
学概論，看護管理概論，保健看護研究方法論等，他

の授業科目に該当する項目であったため削除項目と
した．
最後に表 � �（
）は，基礎看護学の基盤となる看

護学の知識・技術・態度を教育内容とし《看護学に
関する原理》《看護の対象論》《基礎看護技術》《看
護の資質向上と将来》の �教育単位で構成されてい
る．《看護学に関する原理》《看護の対象論》《看護の
資質向上と将来》は，表 � �（�）と表 � �（�）での削
除項目と同じく保健看護学概論，看護管理概論，保

健看護研究方法論等，他の授業科目に該当する項目
であったため削除項目とした．表 � �（
）では，基礎
看護技術に関する内容は《基礎看護技術》の �教育
単位であったが，《基礎看護技術》は，さらに �．生
活の援助に関する技術，�．看護の実践展開の基盤
となる技術，
．診察・治療過程に関する技術，�．
教育指導に関する技術，�．看護行為を守る技術，
�．死亡時の援助の �項目に細分化されていた．
以上の 
表のそれぞれの教育単位における教育内

容を抽出した結果，��の教育単位が抽出された．な
お，
表の教育内容で内容的に重複するものは削除
した．（以下，抽出した教育内容を【 　】で示してい
る）．抽出された教育内容は，【人間関係づくりに関
する技術】【フィジカルアセスメント（観察に関する
技術を含む）】【看護過程に関する技術】【記録と報
告】【環境調整に関する技術】【活動・休息に関する
技術】【食生活と栄養に関する技術】【清潔と衣生活
に関する技術】【排泄に関する技術（その �）（その

�）】【診察・検査に関する技術】【与薬に関する技
術】【呼吸を助ける技術】【安全・安楽に関する技術
（その �）（その �）】【感染予防に関する技術】【危
篤・終末時に関する技術】である．
抽出された教育内容を，分類した結果，“看護の

ベースとなる援助技術”“日常生活行動を支える援
助技術”“診療に関わる援助技術”の 
つに大別さ
れた．��教育内容を 
つの大別に分類し，それぞれ
の教育内容において取上げる基礎看護技術を整理し

た結果は表 �に示す通りである．【安全・安楽に関
する技術（その �）（その �）】と【排泄に関する技
術（その �）（その �）】は，取上げる技術内容の観
点から，基礎看護技術の 
つの大別の複数にまたが
るため，抽出した教育内容に（その �）（その �）と
して，記載し，表では，それぞれの 
つの大別に分
けて記載した．なお，表 �では各教育単位における
認知内容の学修内容は省略している．
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表 � 基礎看護技術の教育内容と取上げる技術

表 �の結果を本学における基礎看護技術の教授科
目であるケア �・�・�にそれぞれ振り分け，基礎
看護技術の教育内容を構築した．構築基準は，単純

な看護技術，つまり学生がイメージしやすい技術で
ある“日常生活を支える援助技術”を中心にケア �

を構築した．ケア �では，開講中に実施される基礎
実習 
の実習目的・目標が到達できる教育内容を基

礎実習 
までに終了させる必要があるため，観察に
関する看護技術を前半に構築し，基礎実習 
終了後
は，“診療に関わる援助技術”で構築した．ケア �

では，基礎実習 

の実習目的・目標を考慮し，【看
護過程に関する技術】で構築した．
その結果，ケア �での教育単位は，【人間関係づ
くりに関する技術】【記録と報告】【安全・安楽に関
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する技術（その �）（その �）】【環境調整に関する技
術】【活動・休息に関する技術】【食生活と栄養に関
する技術】【清潔と衣生活に関する技術】【排泄に関
する技術（その �）】【危篤・終末時に関する技術】．

ケア �での教育単位は，【フィジカルアセスメント
（観察に関する技術を含む）】【診察・検査に関する技
術】【与薬に関する技術】【呼吸を助ける技術】【感染
予防に関する技術】【排泄に関する技術（その �）】．
ケア �での教育単位は，看護過程に関する知的な思
考過程を強化することに重点を置き，【看護過程に
関する技術】のみとした．

考 察

本研究結果により，教育内容を検討した結果，��

の教育単位はそれぞれ“看護のベースとなる援助技
術”“日常生活を支える援助技術”“診療に関わる援
助技術”に大別され，本学の基礎看護技術に関する
教育内容である教育単位と取上げる技術が整理され
た．本研究により抽出された教育内容は，基礎看護
技術のテキストから基礎看護技術の教育内容を検討
した研究報告����の教育内容とも一致した．また，
看護基礎教育における看護技術教育の充実に関する
研究��報告の卒業時の技術項目の基礎看護技術に該

当する教育内容とほぼ一致した．さらに看護の哲学
的理論として有名なヘンダーソンの��項目の基本的
看護の構成要素	�と比較し，本学の教育内容の偏り
はないと考えた．
以上，本学の基礎看護技術の教育内容を検証・検

討し整理した結果，平成��年度のカリキュラムより，

“看護のベースとなる援助技術”の【ヘルスアセスメ
ント】と【看護過程に関する技術】の �点が改善さ
れた．まず，【ヘルスアセスメント】では，今までの
教育内容は，観察技術の一部としてヘルスアセスメ

ントを構築していたが，【ヘルスアセスメント】とし
て系統別観察技術が強化できる教育内容となった．
次に，【看護過程に関する技術】は，ケア �のみの
教育内容とした．今までは，ケア �の後半に �事例
のみの事例展開で教授していたため，看護過程の計
画段階までの教授しかできず，実施・評価段階まで
至らず，実施・評価は基礎実習 

に委ねていたのが
現状である．しかし，今回の教育内容では，�事例
の事例展開で，ロールプレイを取り入れ，看護計画

の実施・評価までできるようになった．
しかし，【看護過程に関する技術】は，今後，検討
する必要があると思われる．なぜなら，ケア �を構
築する【看護過程に関する技術】は知的な思考が主
な内容となる．そのため，基礎実習 

までの約半年
間は，身体を使った看護技術を実施する機会はロー
ルプレイのみとなる．実習前は，学生の自己学習に
よる技術練習を行って実習に臨むが，今後は，基礎
看護技術と平行させながら看護過程を教授できるよ

う学習進度を考慮する必要があると考える．さらに
臨床と教育における看護技術の乖離が少なくなるよ
うにするために，看護技術を教授する教員は，臨床
における基本的看護技術の実施状況と照らし合わせ
ながら，基礎看護技術の教授方法を決定する等の工
夫も必要であると考える．
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